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栃木県総合教育センター幼児教育部 

栃木県幼児教育センター 

幼・保・小ジョイントプロジェクト 

 

岩舟町の取組 

 



Ⅰ 幼・保・小ジョイントプロジェクトとは 

 

幼・保・小ジョイントプロジェクトとは、幼稚園・保育所・小学校の教職員が合同で研修し、

幼児期の教育の成果を小学校教育に生かせるよう、市町における連携の推進を支援していく事

業である。幼児期の教育から小学校教育への円滑な接続が図れるよう、幼稚園・保育所・小学

校の教職員の相互理解、連続した指導計画の作成や連絡体制の整備に組織的に取り組むなど、

県と市町教育委員会が一体となり、地域の実情に応じた連携を推進している。 

 

  平成２５年度は、岩舟町で５回実施した。岩舟町では、これまで、幼稚園や保育所の幼児が、

就学前に小学校の見学に行くなどの交流を行ってきている。 

 

  今年度は、岩舟町教育委員会が中心となり、岩舟町の幼稚園・保育所・小学校の教職員が一

堂に会し、幼稚園、小学校の保育、授業を参観し、研究協議をもった。さらに、幼稚園と小学校

の交流活動も参観し、研究協議をしながら互恵性のある交流活動の内容、方法が明らかになっ

てきた。５回目には、幼稚園・保育所・小学校の教職員同士がすっかり顔見知りになり、本音

で協議ができるような関係性が構築された。 

   

  次ページからは岩舟町の実践を紹介する。岩舟町では、子どもの発達や学びの連続性がより

明確になるように、事業５回の共通テーマ「協同的な学び」を設けた。 

 



Ⅱ 平成２５年度 幼・保・小ジョイントプロジェクトの実際 

１ 概要 

回 日・会場 内   容 

 第１回  

 

 

 

 

 

 

 

５／14（火） 

 

コスモスホール 

 

 

 

 

 

〈 趣旨説明 〉 

１ 挨拶   

岩舟町教育委員会教育長 和久井 紀明 

栃木県総合教育センター幼児教育部長 田渕 光与 

２ 趣旨説明 

栃木県総合教育センター幼児教育部指導主事 前原 由紀 

３ 講話「幼・保・小ジョイントプロジェクトに向けて」 

宇都宮大学教育学部教授 青柳 宏 

 第２回  

 

 

 

 

 

 

 

10／16（水） 

 

岩舟小学校 

 

 

 

 

 

〈 小学校の授業公開 〉 

１ 第１学年算数科「くらべかた」 

２ 研究協議 

（１）挨拶            岩舟町立岩舟小学校長 川島 宗竹 

（２）本日の授業について    岩舟町立岩舟小学校教諭 大栗 奈穂 

 （３）グループ協議「１年生が協同的に学ぶために大切にしたいこと」 

 （４）発表 

 （５）指導助言          宇都宮大学教育学部教授 青柳 宏 

 第３回  

 

 

 

 

 

 

 

11／29（金） 

 

岩舟幼稚園 

 

 

 

 

 

〈 幼稚園の保育公開 〉 

１ ５歳児「みんなでおうちをつくろう」 

２ 研究協議 

 （１）挨拶                 岩舟幼稚園長 堀 昌道 

 （２）本日の授業について       岩舟幼稚園教諭 島田 麻理恵 

 （３）グループ協議「５歳児が協同的に学ぶために大切にしたいこと」 

 （４）発表 

 （５）指導助言          宇都宮大学教育学部教授 青柳 宏 

 第４回  

 

 

 

 

 

 

 

 

12／11（水） 

 

岩舟小学校 

 

 

 

 

 

 

〈 交流活動 〉 

１ 「どうぶつえんをつくろう」 

２ 研究協議 

 （１）挨拶            岩舟町立岩舟小学校長 川島 宗竹 

 （２）本日の授業について   岩舟町立岩舟小学校教諭 西村 美代子 

                     岩舟幼稚園教諭 島田 麻理恵 

 （３）グループ協議「幼児と児童が協同的に学ぶために大切にしたいこと」 

 （４）発表 

 （５）指導助言          宇都宮大学教育学部教授 青柳 宏 

 第５回  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２／17（月） 

 

岩舟町 

中央公民館 

 

 

 

 

 

〈 振返り 〉 

１ 挨拶             

岩舟町教育委員会教育長 和久井 紀明 

２ 事業実践報告 

岩舟幼稚園教諭 島田 麻理恵 

岩舟町立岩舟小学校教諭 西村 美代子 

岩舟町教育委員会指導主事 松本 和彦 

３ 研究協議「接続の時期に大切にしたい子どもの学びについて」 

      「連携のために今後どのような取組を行っていくか」 

４ 指導助言 

宇都宮大学教育学部教授 青柳 宏 



 

２ 小学校の授業公開  

 幼稚園や保育所で生活していた子どもが、小学校に入学すると様々な変化に出会う。遊びを中

心とした幼児期の学びから、教科や時間に区切られた小学校の学びへと学び方が変化する。また、

幼稚園や保育所では最年長で有能感に満ちていた５歳児が、学校では最年少の１年生になるなど

立場も変化する。 

 これらの変化は、取り除くのではなく、子どもが幼児期に身に付けた力を発揮して乗り越え、

成長する機会になるようにすることが大切である。 

 そこで、岩舟小学校では、学校課題である「居がいのある学級づくり」に基づき、学ぶ喜び、学

び合う喜びが味わえる授業の展開を構想した。具体的には、第１学年の算数科「くらべかた」に

おいて、「操作活動の時間を十分にとり、すべての児童が安心して意欲的に学習に取り組めるよ

うにする。」「友達と協力して活動する場面や話し合う場面を取り入れ、自分の考えを発表した

り、友達の考えを聞いたりすることを通して有能感や自己肯定感をもたせる。」ことに配慮して

授業を展開した。 

  

 

（１）当日の指導案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）授業の様子～参会者の記録から～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）協議 

  幼稚園、保育所、小学校の教職員が４～５人のグループになり、「１年生が協同的に学ぶた

めに大切にしたいこと」をテーマに協議をした。 

 

 

   ・一人一人が自分の考えをもてるように試行錯誤できる時間を確保する。 

   ・児童が意欲をもって取り組める課題を設定する。 

   ・教師が多様な考え方を認める。 

   ・話しやすい雰囲気をつくる。 

   ・自分の考えを話したり友達の考えをきいたりしながら考えを深めていけるようにする。 

 

（４）指導助言（宇都宮大学教育学部教授 青柳 宏 先生） 

 ○子どもの学びについて 

  子どもはいかなる時も仮説をもつ。仮説をもったら、自分で試行錯誤して、それを立証して

いく。さらに、その考えを言語化して伝えたり確認し合ったりする時に、「協同」が生まれ、そ

こに「学び合い」が成立する。この過程を大切にしなければならない。 

 

 ○授業の展開について 

  子どもの学びを大切にするために、自分の仮説を立証する試行錯誤の時間をたっぷり確保し

てあげなければならない。教師と児童の間で正解を確認し合う授業ではなく、十分に考える授

業を展開すれば、そこに協同的な学びは生まれてくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          「私のハンカチと先生のハンカチの大きさを比べてみよう」 

 課題解決に向かって、はさみなどの身近な

ものを手がかりにいろいろな方法で試そうと

していた。 

 友達の意見と自分の考えを比べたり、友達

の発表をヒントにして活動したりしている子

がたくさんいた。 

 多様な意見を受け入れ、認め合う雰囲気が

学級の中にできていたにので、一人一人が自

信をもって発言していた。 

 「何枚もあるから、いくらでも試していい

よ。」という先生の一言で、児童が安心して活

動に取り組んでいた。 

１年生が協同的に学ぶために大切にしたいこと 



３ 幼稚園の保育公開 

 幼児期に、「自分の考えを言葉で伝える。」「友達と遊びをつくり上げていく面白さを感じる。」

ことは、小学校以降の学習への意欲や考える力につながっていく。特に、５歳児の保育では、友

達と自由に考えを出し合ったり折り合いをつけたりしながら、共に遊びをつくり上げていく面白

さが味わえるように環境を整えることが望ましい。 

 そこで、岩舟幼稚園では、幼児が自分の思いをもって友達とかかわりながら思いを実現させて

いく喜びが味わえるように、様々な素材を準備し、幼児が自由に使えるように環境を整えた。ま

た、幼児同士の話合いやかかわりが生まれるように、グループで話し合う時間を入れるなど展開

を工夫した。さらに、教師は、幼児の活動に必要以上に介入せず幼児同士のかかわりを見守った

保育を心がけた。 

 

 

（１）当日の指導案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指導案は、「栃木県総合教育センター 教材研究のひろば」よりダウンロードできます。 

 

 

 

 

 



（２）保育の様子～参会者の記録から～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）協議 

 幼稚園、保育所、小学校の教職員が４～５人のグループになり、「５歳児が協同的に学ぶため

に大切にしたいこと」をテーマに協議をした。 

 

 

  ・一人一人が自分の思いをもって行動できるような活動を仕組む。 

  ・自由に発想を膨らませたり考えたりする時間を確保する。 

  ・自分の思いや考えを言葉で伝えられるようにする。 

  ・幼児同士のやりとりを大切にして、必要以上に、教師が介入しない。    

 

（４）指導助言（宇都宮大学教育学部教授 青柳 宏 先生） 

 ○子どもの学びについて 

  子どもは自分の世界を作ろうとしながら、それと同時に他者と関わり、葛藤しながら、新た

な自分の世界を作り直そうとしていた。これが「協同的な学び」である。自分の世界を形成で

きるかどうかは自発性の育ちが影響する。遊びの中で、自ら考えたり行動したり判断したりす

る経験が、自信となり、自分の世界を形成することができるようになる。 

 

 ○保育の展開について 

  友達を受け入れたりぶつかり合ったりしながら、子ども同士が考えて活動を成立させていく

過程をじっと見守っていた教師の姿が印象的だった。教師が子どもを信じているから、子ども

も安心して自分を出していたのだと思う。教師が決して焦ってはいけない。子どもの思考に合

わせたスローな教育の大切さ、見守り続ける教師の存在の大切さを再確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                「えんとつをつけよう！」 

 一人一人が「こんな家を作りたい。」という思

いをもっていた。友達の作っているものを見て

思いついたり、材料からイメージがわいたりし

ていた。 

 指示を待って行動するのではなく、自分で考

え、判断して行動していた。幼児が主体的に活

動している姿が印象的だった。 

 「こんな家がいいと思う。」など、自分の思い

を言葉にして友達に伝えていた。また、友達の

話を一生懸命、きこうとしていた。 

 友達の考えを聞いて、自分の意見とすり合わ

せ、葛藤しながらも、なんとか折り合いをつけ

ようとしていた。 

５歳児が協同的に学ぶために大切にしたいこと 



４ 交流活動 

 幼稚園・保育所と小学校の交流活動では、幼稚園や保育所の幼児が小学校に招待される形が多

く実施されている。その際、活動計画は、全般的に小学校が作成し、幼児は、どちらかというと

招待される立場で「お客さん」になりがちである。 

 そこで、岩舟幼稚園と岩舟小学校は、幼児にも児童にも意義ある交流にするための工夫をした。

指導案を作成する前に、岩舟幼稚園の副園長、岩舟小学校の教務主任、各々の担任が集まり、交

流に向けての日程、持参物等の確認を行った。また、互いに交流活動の案を持ち寄り、すり合わ

せ、双方のねらいの確認や役割分担等、共通理解を図った。 さらに、５歳児の担任は小学校へ、

小学１年生の担任は幼稚園へ保育・授業参観に行き、休み時間等に、子どもたちとかかわり、親

しくなった。 

 そして、それぞれに交流の案をもち寄り、すり合わせをしながら１枚の指導案（本時）を一緒

に作成した。 

 

（１）当日の指導案 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※指導案は、「栃木県総合教育センター 教材研究のひろば」よりダウンロードできます。 

 

 

 



（２）交流活動の様子～参会者の記録より～ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（３）協議 

 交流後に、活動内容や子どもの様子を話し合うことはとても重要である。ここでは、交流活動

を通した幼児と児童の学びがより明確になるように幼稚園、保育所、小学校の教職員が４～５人

のグループになり、協議をした。 

 

 

 ★教師が互いのねらいを理解していること 

 交流活動の時、どうしても自分の校種の子どもばかりを指導してしまうことが多かったが、互

いのねらいを把握していると、同じ場面で同じ視点に立って指導できることが分かった。幼児も

児童も迷わず、安心して活動に取り組むことができる。 

 

 ★幼児・児童一人一人が主体的に活動できる内容を一緒に考えること 

 それぞれの子どもが興味をもっているものを情報交換し、適切な教材、活動を選ぶことで、幼

児も児童も一人一人が自分の思いをもって、活動に取り組むことができることが分かった。主体

的に取り組んでいるからこそ、相手の思いを理解することができたり必要な情報を取り入れよう

としたりして、協同的な学びが生まれる。 

 

 ★幼児期から児童期にかけての子どもの発達を理解すること 

 発達を理解していると、子どもにかかわる時、双方の教師ともに、必要以上に介入することな

く、適切なかかわり方ができる。それによって、子どもが主体的に行動することができて、充実

した活動になる。 

 

（４）指導・助言  （宇都宮大学教育学部教授 青柳 宏 先生） 

 ○子どもの学びについて 

 ・ 今回の交流活動で、幼児の感性の広がりを感じた。児童の様子を見たり、一緒に活動した

りすることで、幼児のイメージや行動に変容が見られた。今回の交流は、幼児にとって異質

な文化と出会い、自分の世界を変えていくことができる貴重な経験だったと思う。 

 ・ 児童は、幼児に自分の存在をアピールしていた。幼児がいることで、自己有用感を感じる

機会になっていた。 

 

 ○教師の学びについて 

 ・ 幼稚園教諭は小学校の授業のイメージを、小学校教諭は幼稚園の保育のイメージを理解

し、認め合っていた。それぞれの教育のよさが生きていた。 

 ・ 互いの発達が見えていて、幼児、児童へのかかわり方が適切だった。事前の話合いやねら

いの共有化が有効なのだと思った。 

 幼児が落ち着いていた。自分のやりたいこと

があるから、安定した気持ちで交流ができたの

ではないだろうか。  

 幼児も児童も自分が作りたい物を作ってい

たが、幼児はさりげなく児童の言動を見てい

て、取り入れていた。  

 活動の途中に、幼稚園教諭が小学生に、小学

校教諭が幼児に自然に声をかけていた。事前に

互いの子どもを知っておくことは大切だと思

った。  

 児童が幼児を常に気にしている様子が見ら

れた。幼児が、苦労して粘土に飾りを付けてい

る様子を、途中までは手を出さずに見守り、適

切なタイミングで手伝っていた。  

幼児と児童が協同的に学ぶために大切にしたいこと 



５ 振返り 

（１）連絡体制の整備  

 今回のジョイントプロジェクトの連絡等は岩舟町 

教育委員会が窓口となり、岩舟町すべての幼稚園、 

保育所、小学校、中学校に情報が周知された。また、 

定期的に顔を合わせた研修会が行われたので、教職 

員同士が顔見知りになり、研修会以外でも活発な情 

報交換が行われた。今後も、継続的な連携が求めら 

れる。 

 さらに、岩舟町教育委員会が町全体で実施した 

「幼・保・小連携レベルチェック」（右表参照）で、 

園だより、学校だよりの交換や連絡網の整備など、 

岩舟町の連絡体制の課題が明らかになった。 

 

 

 

（２）一貫性のある指導計画の作成 

 岩舟町では、接続に大切にしたい子どもの学びの姿を７つのキーワードでまとめた。 

また、学びを実現させるための教師の在り方のポイントをまとめた。 

 

 
接続の時期に大切にしたい子どもの学び 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
学びを実現させるための教師の在り方 

 

・自らかかわる。 

・いろいろ試す。 

・イメージをもつ。 

・真似をする。 

・折り合いをつける。 

・言葉で伝え合う。 

・認め合う。 

 

 

・伸び伸びと取り組める環境づくり 

・興味をもてるような課題や教材の工夫 

・じっくり考えられる時間の確保 

・安心して発言できる雰囲気づくり 

・子ども同士のやりとりの見守り 

 

 

 

 

 これらを視点に、各園、各学校でカリキュラムの見直しに取りかかったところである。今後は、

見直したカリキュラムを持ち寄って、それぞれのカリキュラムを一緒に作成するなど、さらに充

実したものになるよう取り組んでいきたい。 

 

 

 

 

 



 
   

 

・ 保育研究会や授業研究会では、子どもたちが主体となって協同的に活動できる内容を中

心に取り組んだ。交流学習では、幼児が小学校の雰囲気に慣れ、児童が自分の成長を感じ

る良い機会となった。両方の子どもたちにとって、互いに学びのある交流活動になった。 

【学びのある交流活動】 

 

・ 幼稚園や保育所と小学校の教職員の交流により、相互理解が深まった。保育研究会や授

業研究会で互いの保育や授業を参観して協議したり、幼稚園と小学校の授業者が一緒に活

動計画を立てたり、子どもの実際の姿を通して援助や指導を振り返ることができた。 

                                 【授業交流による相互理解と指導・支援の見直し】 

 

・ カリキュラムの接続を意識しながら、各園、各学校でアプローチカリキュラムやスター

トカリキュラムの見直しに着手し始めたところである。今後は、幼児、児童の生活と学び

等の段差をなめらかにし、就学前後の不安を解消できるよう、教育内容の接続を図るため

のカリキュラムの編成や実施に取り組んでいく。  

                                   【カリキュラムの見直し】 

 

・ 幼・保・小連携レベルチェックにより、全ての幼稚園、保育所、小学校において、小学校

入学前の情報交換が行われていることが確認できた。また指導要録や保育要録が小学校に

送付され、入学後の指導に活用されていることも確認できた。 

                              【幼保小連携レベルチェックの活用】 

 

・ 幼稚園や保育所の園だよりや小学校の学校だより等を相互に送付したり、連絡網を整備

したり、幼・保・小の連絡を更に密にして連携を深めていく。 

                                                  【情報の共有】 

 

・ 多くの幼稚園や保育所、小学校において、 

 子ども同士の交流活動が実施されているの 

 で、今後も交流活動を継続し、内容の充実 

 を図っていく。 

【子どもの交流活動の継続と充実】 

 

・ 保育研究会や授業研究会、公開日等を互 

いに連絡し、保育や授業を参観する機会を 

増やし、意見交換や研究の場を設けながら、 

教職員同士の交流を推進する。 

      【教職員の交流の継続と充実】 

 

 

成果と課題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 交流活動や合同研修などの 

「幼・保・小連携事業」の参考にし

てください。 

 一緒に栃木の幼・保・小連携を 

推進しましょう！ 


